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熊野海盆おける海底地殻変動モニタリング結果
Results of sea-floor crustal deformation Monitoring at Kumano Basin
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当研究グループでは，2004年以降，熊野灘の３ヵ所（KMN，KMS，KMEサイト）で，GPS?音響結合方式による海底
地殻変動モニタリングを実施している．これまでの観測回数は，KMN で 16回，KMSで 20回，KMEで７回である．こ
れらの観測で得られたデータを解析して各サイトにおける変位速度ベクトルを推定するにあたり，まず，データの質の
向上のため，これまで得られた全データに対して以下の処理を行った：
（１）音響測距波形の再読み取り
海面および船体での反射波が測距信号に混入しており，自動相関処理では反射波の到達時刻を直達波の到達時刻であ

ると誤認識する場合があるため，正しい直達波の到達時刻を読み直した．
（２）キネマティック GPS測位結果の異常値の削除
衛星受信状態の悪い時間帯には異常な測位結果が得られることがあるため，そのような時間帯のキネマティック GPS

測位結果を削除した．
（３）姿勢測定データの質の異常値の削除
姿勢測定データに見られるバイアス等の異常値を除去した．
　上記の処理の後に，各エポックの海底ベンチマーク座標を決定した．その際，過去の全データを用いて海底ベンチ

マーク形状を固定して，その重心位置の移動のみを求めた．各エポックの座標値をもとに，ロバスト推定法（Tukeyの
Biweight推定法）によって直線フィッティングを行ってトレンドを推定し，その直線の傾きから Sella et al. [2002]による
REVEL（Recent Plate Velocities）モデルを用いて計算したアムールプレートの剛体運動成分を差し引くことにより，各
サイトにおけるアムールプレートに対する水平変位速度を求めた．求められた変位速度ベクトルは，KMN サイトでは
N75?W方向に 39 mm/yr，KMSサイトでは N69?W方向に 43 mm/yr，KMEサイトでは N75?W方向に 42 mm/yrであり，
その誤差は 5?10 mm/yrであった．得られた変位速度ベクトルの向きと大きさは，いずれのサイトにおいても大局的には
フィリピン海プレートの収束にともなう定常的な地殻変動と一致している．
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